
第６回 
市場問題プロジェクトチーム 

 

2017年2月23日 

1 

資料１ 



＜第6回PTのテーマ： 築地市場の補修＝家主の責任＞  

●検討事項 

 １）屋根の雨漏り 

 ２）排水溝の目詰まり 

 ３）海水ろ過装置 

 ４）路面（通路の凸凹） 

 ５）電気配線 

 ６）トイレ 

 ７）自転車駐車の整理など 

 

●耐震工事の検討 

 

※第7回PTは3月開催予定 

 テーマ：豊洲市場の地震による液状化 
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築地再整備は、なぜ 
「とん挫」したのか？ 
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かつての築地再整備計画 
（1990年平成２年中央卸売市場パンフレットより） 
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●費用 約3400億円 
 
 工期 約20年 
 
●環状2号線は計画になし 
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築地再整備計画ができなかった理由 
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再整備ができない理由 
 １．種地が確保できない。 
 ２．時間と費用がかかる。 
 ３．業界調整が難航。 

『築地市場の移転整備 疑問解消ＢＯＯＫ』より 
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新市場には40haの広さの土地が必要の根拠 
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基本的質問 
１．再整備ができない理由として、 

 ①種地が確保できない、 

 ②時間と費用がかかる、 

 ③業界調整が難航、があるが、 

（１）築地再整備に取り掛かる設計段階で、なぜ分からなかったのか。 

（２）再整備の条件が整わないまま、約400億円を支出した理由は何か。 

 

２．築地再整備より移転整備のメリットとして、「十分な市場敷地が確保
できる。当面40ha程度を想定」としているが、 

（１）なぜ、40ha要件は不可欠と判断したのか。誰が、設計したのか。 

（２）当初「40haが必要」としていた計画（疑問解消ブック）と、「現在の 

 豊洲市場」とを比較して、40haの妥当性について説明してください。 
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豊洲市場のPFIは、なぜ
放棄されたのか？ 
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豊洲新市場整備等事業実施方針 
 平成 18 年（2006年）12 月 東京都中央卸売市場 
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基本的質問 

１．豊洲市場をPFIで行おうとした理由は何か。 

 

２．PFIを断念した理由は何か。 

 

３．PFIを断念した時点で、 

（１）豊洲市場整備費用をどう考えていたのか。 

（２）豊洲市場整備費用が市場会計に及ぼす影響に
ついて、どう考えていたのか。 
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この間、築地の補修は、どう
してきたのか？ 
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＜築地の補修の考え方＞ 
 

●1999年（平成11年）9月１日石原慎太郎元都知事築地視察時発言 

  「古い、狭い、危ない」 

   ⇒ここから、築地の豊洲移転が具体的に動き始めた。 

  

●「古い、狭い、危ない」と言われてから今日まで18年経過しているが、 

  ※築地は国内最大の水産物市場として、機能し続けている。 

  ※築地ブランドは、国の内外に定着している。 

   ⇒これは、長年にわたる築地の業者が築いてきた実績によるもの 

    

●築地市場が稼働している限り、業者が働きやすい環境を整備し、築地ブ 

 ランドを維持することは、市場を管理する東京都の役割。 

  ※補修を行う場合も、営業しながらの補修なので、業界の意向が重要。 

   ⇒この18年間の築地の補修について、確認する。 

     

 



●築地市場に対する東京都の適正管理の責任。 

 ①古い（汚い） 

   ⇒補修して、直す、きれいにする。 

 ②狭い 

    ⇒取扱量は2004年（平成16年）当時の70％。 

     整理整頓すれば、限られたスペースを有効に利用できる。 

 ③危ない 

   ⇒（１）ソフト対策 

      ①観光客と市場活動の動線の分離 

      ②築地市場の場内動線の整理 など 

     （２）ハード対策       

      ①耐震工事 

      ②アスベスト対策（封じ込め対策実施済み） 

 

 



１．「古い」の現状と対策を説明してください。 

（１）雨水・水回り対策 

  １）屋根の雨漏り、排水溝の目詰まり 

    ①通常の降雨時の状況と対策 

    ②局地的な集中豪雨時の状況と対策 

  ２）トイレ・手洗い所の状況と対策 
 

（２）床対策 （通路の凸凹） 

  １）トラックの通路の舗装の状況と対策 

  ２）店舗内の舗装の状況と対策 
 

（３）建物塗装対策 

  １）東京都管理の建物の塗装の状況と対策 

  ２）業者管理の建物の塗装の状況と対策 
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２．「狭い」・「危ない」の現状と対策を説明してください 

（１）取扱量の減少に対応した場内スペースの効率化 

 

（２）場内動線の安全確保 

  １）観光客と市場活動の動線の分離の状況と対策 

  ２）築地市場の場内動線の整理の状況と対策 

 

（３）道路での荷捌きの状況と対策  
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３．「危ない」の現状と対策を説明してください 

（１）電気配線 

  １）漏電事故防止の状況と対策 

  ２）適正配線（コンセントの数、位置など） 
 

（２）アスベストへの対策 

  ※除去、または封じ込め・飛散防止対策 
 

（３）耐震工事 

  １）これまで実施した耐震工事の状況 

    ※どのようにして工事を行ったのか。 

  ２）耐震工事が残っている対象建物の状況 

    ※耐震工事ができなかったのは、なぜか。 

    ※耐震工事を行うため、どのような方法を考えているか。 
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